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はじめに はじめに 
現在の青少年育成の課題としては野外での活動や小集団での作業、
五感を使うことなどが極端に不足しており、それがコミュニケーショ
ン能力の低下また体力や知力にも影響を与えていると思われます。
当法人では、小学校を対象に森林環境教育に10年近く取り組んで
いますが紙芝居や浸透力実験など室内での行事より野外活動の方
が生徒の表情がいきいきしていると感じていました。   
そこで、身近な里山林をフィールドに、秘密基地づくりや薪割り
などの作業を行うとともにいろいろな遊びを通して、里山の知識
や道具を使う技術、そして楽しみ方を身につけてもらう実践的な
講座を開講しております。 
「2011少年少女里山マイスター養成講座」は、平成23年10月から
平成24年３月までの間に６回の講座を行い、小学生32名が受講し
ましたので、その概要をまとめました。 



第 1回講座
10 月２日に受講生 32名が参加して、第１回の講座を開始しました。

講座の内容は、「木登りと伐採、名札づくり」で、まずは高さ３～４

ｍ程度まで木登りに挑戦。それから「ノコ」を使って伐採作業を体験。

午後からは、名札づくりやどんぐりの笛づくり。お気に入りの名札に

仕上がったようです。   

第 1回講座
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第２回の講座は、11月６日「ロープワークと秘密基地づくり」。

ロープワークでは基本的な結び方（本むすびなど）を学び、早速秘密

基地づくりに役立てました。結び方を覚えるのは、少し苦労したよう

です。

秘密基地は、飾り付けなどを行い、見事に完成しました。   

第2回講座第2回講座
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12 月４日の第３回目は、

クリスマスリースとミニ門

松づくりで、ドングリや松

ぼっくり、赤い実などいろ

いろな材料を使い、作品が

できました。ミニ門松も、

かわいらしいものに仕上が

りました。

第 3回講座第 3回講座
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１月８日の第４回の講座は、薪割りとピザ。薪割りは、①オノを使っ

た薪割り、②薪割り機の使用、③チエーンソーの体験でした。 それ

ぞれ危険を伴うものですが、怪我もなく、無事終了できました。オ

ノを使った薪割りが大変好評で、自分の力で割れるということが実

感できるからだと思います。ピザは、生地を伸ばしその上に思い切

りいっぱいのトッピングをして、ドラム缶釜で焼きました。美味し

くできました。    

第4回講座第4回講座

4 5



２月５日の第５回の講座は、「ハイキング」。入田山人の森をスタート

して、約 20分で尾根に着き、そこから稜線を西に歩き、童学寺峠で

折り返し。全員元気に完歩。午後からは香川県の曽根先生の指導で、

森の中でどんな生き物がいるのか、観察しました。落ち葉などを採取

して、小さな生き物を発見しました。

第 5回講座第 5回講座
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３月４日の第６回の講座は、きのこの植菌

作業とバウムクーヘンづくりでした。植菌

作業は、 原木にドリルで穴を開け、そこに

駒型に成形したしいたけ菌などを打ち込み

ました。午後からは、バウムクーヘンづく

りにチャレンジ。うまく焼けました。

第6回講座第6回講座
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受講生（小学１～６年生）３２名の

うち、22名からアンケートの提出が

ありました。各講座内容の評価（５

段階）としては、全て４以上で、中

でも第４回の薪割りとピザ、第５回

のハイキングの評価が高かったよう

です。

具体的にどのようなところがよかっ

たのか聞いたところ、森の中で遊ん

だことが第１位で、第２位が友達が

できたこと、第３位がいろんなこと

ができたことでした。

一方、良くなかったこととしては、

作業が難しかったこと、こわいとこ

ろがあったことをあげています。

また、これからも森の中で遊びたい

と思いますかとの問いに対しては、

約８割を超える 19名が遊びたいと回

答しています。
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受講生（小学１～６年生）の保護者（16

名）からもアンケートの提出があり

ました。保護者は、一緒に参加され

ておりませんが、受講生の反応など

から判断してもらいました。

各講座内容の評価（５段階）としては、

すべてほぼ 4以上ですが、第３回の

クリスマスリースやミニ門松の評価

も高いのが受講生との違いでしょう

か。

具体的にどのようなところがよかっ

たのか聞いたところ、森の中で遊べ

たことが第１位で、第２位が安い講

座料、第３位がいろいろなことがで

きたことでした。

一方、良くなかったこととしては、

ほとんどありませんでした。　　　

また、受講前と受講後に子供に変化

があったかとの問いに対しては、８

割の方が変化ありとの回答で、しっ

かりしてきた、自然に興味を持つよ

うになった、いきいきと話をしたな

ど非常に好反応だったとのことでし

た。今後もこのような講座に参加さ

せたい、機会あれば参加させたいと

の意見が、全員の 16 名ありました。

アンケート結果2
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感想文2感想文2
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感想文3（保護者）

●自然に対する興味が深まったように思います。

●集団行動が上手にできだしました。

●参加するごとに、覚えたことを教えてくれたり、楽しかったこと

　を嬉しそうに話してくれたりした。

●新しい事に経験したことによって、少し自信がついてきていると

　思う。

●里山遊びが楽しいと話していました。以前は興味を持たなかった。

●自然に対する興味や好奇心がさらに増えたようです。

●学校に行き、先生にも自分の体験を話す。いろいろな知識も身に

　ついたと思います。

●積極性が出てきて、自信にもつながったように思います。

●講座を受けて帰った日は、子どもが本当に楽しそうに話しをして

　くれました。その度に、少したくましくなったように感じました。

　本当にありがとうございました。

●息子二人が大変お世話になりました。月に一度の「少年少女里山

　マイスター養成講座」を息子たちは、心待ちにしていた様子です。

　一度だけ下の息子が風邪で講座をお休みしたのですが、「今日は欠席」

　と私から聞かされた時は、それはもう見事なほどの大泣きっぷり

　でした。喜んで出かけていく兄の姿をうらめしそうに見送る姿から

　もこの講座が息子にとってどれだけ楽しみで大切なものなのかが、

　伝わってまいりました。講座では、里山で自然と触れあうだけで

　なく時には使い方に注意が必要な道具もスタッフの皆様がしっかり

　見守ってくださる中で使わせて頂き、息子たちはちょっぴり一人前

　になれたような達成感を味わうことができたようです。

… 受講後に変化があった。その内容は …

感想文3（保護者）

… そのほかの感想 …
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■ 受講生は、前回男女比が８：２だったものが、女子が 35％と少し

　 増え、４年生までが大半を占めているのが今回の特徴です。

■ 受講生は、徳島市が７割近くを占め、次に、比較的遠い美馬市

　 から５名参加。そのほか藍住町から４名、阿南市から１名となって

　 います。
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前年度の講座を参考に、１回少ない６回の講座のプログラムとしま

した。 

課題としては、①雨の日の対応の準備が不十分だったこと。②スタッ

フの確保。③講座内容の充実などがあります。 

今後も、しっかり打ち合わせを行いながら、より充実した講座を継

続していきたいと思っています。 

受講生及び保護者の当日の反応やアンケート結果から、この講座は、

今年度も概ね好評であったと思っています。 

本講座も３年目となりましたが、子どもたちは、大半が初めてなの

で、反応もいろいろです。 

講座の成果としては、里山の中での遊びや作業を通じて子どもたち

が本当に楽しそうにしていること、そして成長を感じたことです。 

そのことは会員の活動に対する自信にもつながっています。 

講座の成果 
 

講座の成果 
 

今後の課題 今後の課題 



鮎 喰 川  

神山町 徳島市 

集会所 

野神神社 

県道神山鮎喰線 

入田バス停 入田小学校 

入田山人の森 

入田春日橋 入田春日橋 

この事業は、緑の募金を活用しています。 

「森の案内人ネットワーク」とは、 
森林での自然観察やレクリエーションの指導、森林のしくみや 

働きの学習、森づくりボランティアを行う人の仲間です。 

設立のきっかけは、徳島県が開催した「森の案内人養成講座」で、 

その受講生などが主なメンバーですが、 

活動の主旨に賛同される方を広く募っています。 

連絡先（事務局）　088－655－1566


